街頭演説参考例（集団的自衛権）　　　　２０１４年６月16日　県選対
　みなさんこんにちは、日本共産党です。いま国会は、本当に緊迫した事態になっています。安倍政権が国会会期末の22日までに集団的自衛権の行使を可能にする、憲法解釈変更の閣議決定を狙っているからです。今までの憲法解釈を変え、「海外で戦争する国」への大転換を、一内閣の判断で強行するなど、憲法破壊のクーデターとよぶべき暴挙です。断じて許されません。

　そもそも集団的自衛権とは何でしょうか。安倍首相は「国を守るため」といっていますが、集団的自衛権とは日本に対する武力攻撃がなくても、他国のために武力の行使をするということです。「自衛」といっても日本の防衛とは無関係なのです。
　それでは安倍政権が狙っているのは何なのか、日本共産党の志位委員長の国会論戦でハッキリしてきました。アフガン戦争やイラク戦争に自衛隊を派兵した時に、「武力行使してはならない」「戦闘地域に行ってはならない」という「歯止め」が法律に書かれていました。日本共産党の志位委員長がこの「歯止め」を残すのか、残さないのかと何度も迫りましたが、安倍首相はこの「歯止め」を残すとは言いませんでした。逆に補給、医療、輸送などの後方支援については、自衛隊の活動を拡大する方向で検討すると言い出しました。これは自衛隊が戦闘地域に行くこともありえるという重大な答弁です。
　実際にアフガン戦争に集団的自衛権を行使して参戦したＮＡＴＯ諸国は、開始時の計画は後方支援ばかりでしたが、犠牲者は１０００人以上に及びました。「戦闘地域に行ってはならない」という歯止めがなくなれば、このように相手側の攻撃の対象になって戦闘に巻き込まれてしまいます。この国会論戦を通じて、自衛隊が「戦闘地域」までいって軍事支援を行うこと、アメリカの戦争のために日本の若者の血を流すものであることが明らかになりました。
日本共産党は憲法を壊す集団的自衛権の行使容認を許さないために全力をあげます。いま自民党内からも「解釈で憲法を変えるな」と声があがり、弁護士会や宗教者など広範な団体も声をあげています。解釈改憲をゆるさない共同を広げに広げて、この憲法破壊の暴走を必ずストップさせましょう。
　戦争か、平和か、いま日本は歴史的な岐路に立っています。党をつくって92年、日本共産党は戦前から戦争反対を貫いた唯一の党です。「戦争する国になるのはイヤ、平和な日本に」という方はぜひ日本共産党にご入党下さい。ご一緒に戦争ノー、平和を守れの運動を行いましょう。集団的自衛権行使容認反対キャンペーン中のしんぶん赤旗をぜひお読みください。日刊紙は３４９７円、日曜版は８２３円です。以上で演説を終わります。ありがとうございました。
